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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月24日(2009.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）重合すると約１０℃未満のガラス転移温度（Ｔｇ）を有する、第１（メタ）アク
リレートエステルモノマー１５～８５重量部と、
　（ｂ）第１親水性酸性コモノマー８５～１５重量部と、
　（ｃ）構成成分（ａ）＋（ｂ）の合計１００部を基準にして、可塑剤少なくとも１０部
、
との重合生成物を含む第１親水性感圧接着剤と、
　（ａ）第２（メタ）アクリレートエステルモノマー７５～９９重量部と、
　（ｂ）第２親水性酸性コモノマー２５～１重量部、
との重合生成物を含み、前記第１親水性感圧接着剤中に混和可能である第２感圧接着剤と
、
　粘着性付与剤、
との接着剤ブレンドを含む接着剤組成物。
【請求項２】
　前記接着剤ブレンドが、
　（ａ）重合すると約１０℃未満のガラス転移温度（Ｔｇ）を有する、第１（メタ）アク
リレートエステルモノマー３０～７０重量部と、
　（ｂ）前記第１親水性酸性コモノマー７０～３０重量部と、
　（ｃ）構成成分（ａ）＋（ｂ）の合計１００部を基準にして、可塑剤少なくとも２０部
、
との重合生成物を含む第１親水性感圧接着剤と、
　（ａ）前記第２（メタ）アクリレートエステルモノマー８５～９５重量部と、
　（ｂ）前記第２親水性酸性コモノマー１５～５重量部、
との重合生成物を含む第２感圧接着剤と、
　前記粘着性付与剤
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とを含む、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３】
　強化テープと、
　　第１ポリアクリレートを含む第１親水性感圧接着剤２５～７５重量部と、
　　該第１ポリアクリレートと異なる第２ポリアクリレートを含む該親水性感圧接着剤中
に混和可能である非疎水性感圧接着剤６０～２４重量部と、
　　粘着性付与剤１５～１重量部
との接着剤ブレンドを含む、該強化テープ上に配置された感圧層
とを含み、
　該接着剤ブレンドが、さらに架橋剤を含む、接着剤物品。
【請求項４】
　第１ポリアクリレートを含む親水性感圧接着剤を形成する工程と、
　該第１ポリアクリレートと異なる第２ポリアクリレートを含む該親水性接着剤中に混和
可能である非疎水性感圧接着剤を形成する工程と、
　該親水性感圧接着剤を該非疎水性感圧接着剤、及び粘着性付与剤と配合して、接着剤ブ
レンドを形成する工程であって、該接着剤ブレンドが、架橋剤をさらに含む工程と、
　一層の該接着剤ブレンドを強化テープ上に配置して、接着剤ブレンドテープを形成する
工程、
とを含む、接着剤物品の製造方法。
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